
（令和３年度実用化技術） 

ミディトマト‘華小町’の夏越し長期どり栽培 
  ミディトマト周年栽培のさらなる増収を図るため、夏越し長期どり栽培技術を開発しました。基

本的な栽培管理は慣行の冬越し長期どり栽培と変わりませんが、パット&ファンを利用した冷房と加

湿、強勢台木を利用することで、盛夏期でも栽培が可能となり、大幅な増収効果が得られます。 

 

 １ 作型 

2月下旬に定植し、5月上旬から 1月まで収穫します。 

 

 

 

 

２ パット&ファンを活用した昇温抑制 

冷房運転は、26℃で換気扇作動、28℃でパッド

に水を流すポンプを作動するように設定します。

冷房運転と遮光カーテンの併用により、外気温が

最高 37℃まで上昇した日でも、日中のハウス内気

温は 32℃程度に抑えられます。また、日中の相対

湿度が 80％程度に上昇し、飽差は 3～7 g/m3に抑

えられ、光合成に適した環境になります。 

 

３ 強勢台木の利用 

‘華小町’を強勢台木‘エンペラドール’に接ぎ

木することで、茎径や根の量が大きくなり、着果

負担の大きい時期や、夏季の高温・強光下でも草

勢を維持しやすくなります。収穫果数および 1果

重が増加し、収量は 15.8t/10aと、自根に比べて

約 15％増収します。 

 

 

〔技術の効果およびコスト〕 

 

 

 

 

 

 

 

（農試 園研 C スマート園芸研究 G） 

（単位：千円） 


